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薬学教育におけるヒト材料を使用した実習の実践
Physiological training utilizing human materials in pharmacy education


































 実習 A「免疫薬理・中枢薬理」 実習 B「平滑筋薬理・臨床薬理」
 実習 C「炎症薬理」  実習 D「血液生理」
 実習 E「循環器・泌尿器生理」 実習 F「機能形態・病理形態」
































































































































































































































































































































































































OSCE（Objective Structured Clinical Examination）の中で問われる実務であって、実際に
ヒト（患者）に投与される場面には関わりをもつことは無い。
　つまり、薬学部においては、知識としてヒトを対象とした医療行為に関する情報を得る
事は可能であるし、薬学分野についてそういった研鑽を積めているかどうか、国家試験を
通過しなければ、薬剤師として医療現場には出られない仕組みとなっている。だが、実の
ところ、理解し訓練されるべきヒトを材料とした実習に関しては、コアカリキュラムの中
に全く設定されていない現実がある。
　「ヒトの血液生理に関する実習」に学生が取り組むに以前に、関連する専門科目（人体
構成学・病態生理学）をどれだけ再確認できているか、自己採点させる項目を設定した。
残念なことに自信を持って「得意である」と答える事のできる学生は非常に少数であった。
知識として実習には重要であるという認識はもっている様子ではある。実習終了から半年
後の後期には CBT 試験があり、合格しなければ実務実習生として医療現場に足を踏み入
れることが許されない。アンケートとはいえ「得意では無い」「なんとなく」といった答
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えが、学生の大多数を占めている現実は、少し問題がある状況だと判断する。
　動物実験について、薬学教育の中で学ぶべきことは、一言で言うと「薬効評価」である。
マウスやラットといった小動物を用いた薬理実験は、ヒトに投与する以前での安全性・有
効性を評価する上で重要である。薬学教育モデル・コアカリキュラムの中では、そういっ
た薬効評価実験が手技として理解し行えるようになるという事が、到達目標として設定さ
れているが、ヒトのそれについての言及は無い。薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、
実験動物という枠組みを細かく設定しているわけでは無い。
　我々は、今後の薬剤師の職域の拡大や社会要求性の上昇を見越し、実験動物という言葉
の中に“ヒト”も含むべきである、という考えから本実習を設定した。学生に、実験動物
として“ヒト”を設定した事に対する是非を問うたところ、「安全性や倫理的に問題がある」
という意見が大多数であったが、以下のような意見を得た。
●薬剤師が扱う薬は、ヒトに対して用いるものであるから、実験を通してヒトの生理・病
態に関する知識を深めていくことが、より重要であると考える。
●マウス・ラットとヒトでは、大きさも形も違う生き物だし、薬の効き方もそれぞれ違う
ので。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、原文ママ）
　本質的に、「ヒトで評価しなければ結局のところ意味が無い」という意見であると汲み
取れる。専門教育においては、ヒトの生理・病態をひたすら覚えることを要求するわけだ
が、いざ実習でその生理を実技で確認する対象がマウスやラットといった動物であること
に、少し物足り無さを感じる学生がいるということが驚きであった。さらには、ヒトを実
験動物として不適当と答えた中には、「ヒトで行うことが望ましいと思うが、被験者の人
数によって内容にバラツキが生じるから」と、見事にアカデミックな返答をした学生もい
た。中には「カエルではダメか？」といった様な意見を記述した学生もいた。
　現在の薬剤師業務においては、注射器等を利用した採血行為は認められていないため、
現行法の範囲で薬剤師も携わることができる「微量採血道具を用いた自己採血」を採用し
た。自己採血とは言え、自らの指に針を刺し、血液を採取するという行為は、医師・看護
師が行うものであり、薬剤師はそういった手技には関わらないという認識が強い。しかし、
この微量採血道具（本実習ではジェントレット）は、主に糖尿病患者の血糖値管理に用い
られるものである。使い捨ての採血針は薬局で販売されており、自己採血方法については
薬剤師が説明する責任を負っている。
　微量採血道具を含め、一般医療機器と呼称されるものについては、薬局で取り扱われる
ものがいくつかあるが、薬学教育モデル・コアカリキュラムの中には、医療機器に関する
知識の到達目標は設定されておらず、医療現場に出るまでそのほとんどを知らないまま卒
業していくのが現実である。半数の学生が、この実習を受けるまで採血器具が薬剤師管理
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の道具であることを認知していなかったため、この実習を終えて以下のような反響を得た。
●実際に自己採血して、患者様の負担が少しでもわかったような気がして、体験できて良
かった。
●将来、実習で用いた器具について説明するのに良い体験（痛みの具合など）ができた。
●使う人の立場を考えられると思うので、少しでもできることは、自分でやってみるとい
うのが大切だと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、原文ママ）
　実習を通して、薬剤師はヒトを相手にしているということ。患者側の気持ちや負担を理
解できる薬剤師となること。実習が大学内で学んで終わってしまうだけではなく、卒業後
にもつながっていくものであるということを、学生たちが認識してくれただけでも、大き
な学びの効果があったと自負できる結果となった。今後、こういったヒトを材料とした実
習が全国で普及し、さらには、薬学教育モデル・コアカリキュラムや実務実習モデル・コ
アカリキュラムの中にも、何らかの形でヒトを材料とした達成目標が掲げられる日が来る
ことを、切に期待するものである。
　最後に、薬剤師教育を受けている学生の立場からの、動物実験に対する意見を二つ紹介
する。
●医薬品開発の過程で、ヒトを含めた動物実験すなわち非臨床試験、臨床試験を避けて通
ることはできない。よって、動物の体の仕組みや、動物の扱い方に関してより詳しく知っ
ておくためにも必要であると思う。知識だけがあるのと、実際に経験があるのとでは違う
はず。
●創薬の道に進む人がいる以上、動物実験にある程度慣れておく必要はある。そして、医
薬品は動物実験の果てにつくられたことを、薬剤師は知っておくべき。
　なお、この実習はヒトを実験材料にすることから、毎年、学内の研究倫理安全委員会に
実習内容の答申を行っている。本論内の実習実施にあたっては、平成24年8月22日に第10
回就実大学研究倫理安全委員会において審議され、平成24年9月28日に答申結果を通知さ
れたものであることを付記する。
